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新
島
基
金
に
ょ
る

新
島
講
座
に
つ
い
て ゛

ー
ノ
!
,
゛
!
ー
ー
J

思
社
創
立
百
型
記
余
業
の
一
環
と
し
て
鼎
今
露
未
寄
付
金
の
一
部
を
も
っ
て
新

島
基
金
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

0
新
島
基
金
の
目
的

新
条
金
は
、
同
志
社
立
学
の
精
神
に
も
と
づ
き
、
人
間
教
育
を
強
化
し
、
教
育
内

容
の
{
是
化
を
図
り
、
教
育
、
研
究
の
国
際
交
流
を
推
進
し
、
も
っ
て
一
国
の
良
心
た

り
う
る
人
材
の
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

基
金
の
果
実
を
も
っ
て
①
新
島
誥
座
の
開
設
②
新
た
な
奨
学
制
度
の
開
設

御

教
育
・
研
究
の
国
際
交
流
の
輩
な
ど
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

0
新
島
講
座

新
島
能
は
つ
ね
に
時
代
を
先
導
す
る
司
志
社
の
教
育
と
研
究
が
、
更
に
一
凧
充

実
、
発
展
し
、
ま
た
そ
の
成
果
が
社
会
の
進
展
に
寄
与
す
る
よ
う
に
と
願
っ
て
新
鳥
基

金
の
目
的
璽
の
一
つ
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
内
外
の
碩
学
を
招
璃
し
講

演
会
な
ど
を
開
催
す
兪
座
と
、
本
学
園
教
職
員
が
そ
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
東
京

綱
座
の
二
種
類
を
現
在
開
設
し
て
お
り
毎
年
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

同
志
社
新
島
基
金
運
営
委
員
会
、
同
志
社
大
学

人
文
科
学
研
究
所
共
催
の
東
京
公
開
論
演
会
の

お
知
ら
せ

来
る
十
一
月
十
三
日
(
土
)
專
小
・
ヤ
マ
ハ
ホ

ー
ル
(
中
央
Ⅸ
銀
座
七
丁
倒
九
1
十
四
)
に
お
い

て
、
同
森
新
島
訥
座
第
三
回
東
京
公
開
講
演

会
、
な
ら
び
に
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第

十
一
回
公
開
講
演
会
を
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

演
題
な
ら
び
編
師
は
次
の
通
り

0
縁
起
絵
巻
の
世
界

1
日
本
人
の
偏
に
関
連
し
て
ー

同
志
社
大
学
文
学
部
教
授
笠
昔
昭
氏

0
財
閥
の
家
誓
華
族
の
家
憲

同
志
社
大
学
商
学
部
教
授
安
岡
而
氏

第
四
回
新
島
講
座
の
お
知
ら
せ

第
四
回
新
島
講
座
は
、
需
に
ウ
ィ
リ
ア
ム

ジ
エ
ラ
ル
ド
・
、
ビ
ー
ズ
リ
ー
博
士
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン

ド
ン
大
学
(
S
O
A
S
)
教
授
、
日
本
研
究
所
所

長
、
日
本
政
治
・
外
交
史
専
攻
を
迎
え
、
来
る
十

二
月
初
旬
に
三
回
の
製
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
講
演
内
容
お
よ
び
、
日
時
、
会
場
は

別
途
ど
案
内
し
ま
す
。
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